

























































































































































ルンの風景へ転移した（Oh 2006: 43-44, 図 190）。





（Oh 2006: 44-45, 図 191）。








いる（Oh 2006: 46-48, 図 192）。





2006： 48: 49, 図 193）。
クラウス・ベルガーは 1980年の著書でマルクの 1912年の木版画≪タイガー
































できた根付から影響を受けた可能性がある（Oh 2006: 70, 図 204）。




絵の表面から出て来るように見える（Oh 2006: 71, 図 204）。
同じ 1913年に作られた≪着席黄色女性のヌード（Sitzender gelber Frauenakt）
≫は丸まった形で、動物の根付に基づいていると考えられる。この女性の内心
の感覚性は明らかである。ここで、動物から人間へとマルクの移行させる力が
印象的に示されている（Oh 2006: 72, 図 205）。
マルクの鉛筆画≪ダンスをする女（Die Tänzerin）≫も根付から影響を受けた





犬（『世界の前の犬』としても知られている）“Der weiße Hund”（Hund vor der 
Welt）≫の手本になった可能性が高い。なぜならば、狼の根付と同様に上記の
マルクの≪白い犬≫でもあばら骨が強く浮き上がって見えるからである
（Delank 2011a: 94、図 93）。マルクの 1913年の油彩画≪ロング黄色い馬（Das 
lange gelbe Pferd）≫とマルクの同年の油彩画≪ 3頭の馬Ⅱ（3 PferdeⅡ）≫も狼
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